
事業番号 196
　　　　　　　　　　　　平成２５年行政事業レビューシート （国土交通省）

事業名
独立行政法人交通安全環境研究所

運営費交付金（審査勘定）
担当部局庁 自動車局 作成責任者

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

独立行政法人通則法第46条
（独立行政法人交通安全環境研究所法）

関係する計画、
通知等

-

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以内）

交通安全環境研究所に自動車等の審査及びリコールに係る技術的検証を行わせるための業務の運営に必要な経費。

事業開始・
終了(予定）年度

平成13年度～ 担当課室 技術政策課
課長

江角　直樹

会計区分
自動車安全特別会計

（自動車検査登録勘定）
政策・施策名

5　安全で安心できる交通の確保、治安・生活安全の確保
　17　自動車の安全性を高める

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

道路運送車両法第７５条の４の規定に基づく自動車及びその装置の型式指定の際に、交通安全環境研究所に保安基準に適合するかどうか
の審査を行わせている。また、同法の自動車のリコール制度において、同研究所に改善措置の内容が適切であるかどうかの技術的な検証
を行わせている。

実施方法 □直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　■交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度要求

予算
の状
況

当初予算 822 822 821 862 1,020

補正予算 -

計 822 822 821 862 1,020

- -

繰越し等 - - -

執行額 822 822 793

執行率（％） 100% 100% 96.6%

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

成果指標 単位 22年度 23年度

％ ― ―

％

不具合情報の分析

成果実績 件 3,754 3,802

達成度 ％ 125 95

車両不具合に起因した事故車両等の現車調査

リコールに係る技術検証

成果実績 件 532

24年度
目標値

（25年度）

自動車及び装置の審査

成果実績 件 3,752 4,803 3,795 ―

達成度 ―

554 364 ―

達成度

112

― ― ―

4,476 4,000

―

達成度 ％ 240 400 500

成果実績 件 24 40 50

―

達成度 ％ 100 100 100

実証実験

成果実績 件 10 10 10



活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 22年度 23年度

― ―

― ―

リコールに係る技術検証

活動実績

（当初見込
み）

件 532 554

実証実験

活動実績

（当初見込
み）

24年度 25年度活動見込

自動車及び装置の審査

活動実績

（当初見込
み）

件 3,752 4,803 3,795 ―

％ ―

364 ―

％

車両不具合に起因した事故車両等の現車調査

活動実績

（当初見込
み）

件 24 40 50

―

不具合情報の分析

活動実績

（当初見込
み）

件 3,754 3,802 4,476 4,000

％

―

％ (  10  ) (  10  ) (  10  )

(3,000) (4,000) (4,000)

―

％ (  10  ) (  10  ) (  10  )

件 10 10 10

単位当たり
コスト

運営費交付金のため対象外 算出根拠 運営費交付金のため対象外

平
成
2
5
・
2
6
年

費　目 25年度当初予算 26年度要求 主な増減理由

独立行政法人交通安全環
境研究所審査勘定運営費
交付金

862 1,020 審査機器更新等のため

年
度
予
算
内
訳

計 862 1,020



事業所管部局による点検

項　　目 評　価 評価に関する説明

国
費
投
入
の

必
要
性

広く国民のニーズがあるか。国費を投入しなければ事業目的が達成できないのか。 ○
・道路運送車両法に規定されている自動車等の審査及
びリコールに係る技術的検証を交通安全環境研究所に
行わせるために必要な経費であり、優先度が高く、国が
実施するべき事業である。

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。 ○

明確な政策目的（成果目標）の達成手段として位置付けられ、優先度の高い事業と
なっているか。

○

事
業
の
効
率
性

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　 －

・運営費交付金はすべて交通安全環境研究所において
使用されており、費目・使途も必要なものに限定されてい
る。

受益者との負担関係は妥当であるか。 －

単位当たりコストの水準は妥当か。 ○

事
業
の
有
効
性

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果的
あるいは低コストで実施できているか。

○ ・国が実施するべき事業を担う独法の運営に必要な経費
を交付するものであり、交付金以外の手段はない。
・道路運送車両法に基づく自動車の審査業務、自動車の
リコールに係る技術的検証業務が確実に実施されてい
る。

活動実績は見込みに見合ったものであるか。 ○

整備された施設や成果物は十分に活用されているか。 ○

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。 ○

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。 ○

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載） －

点
検
結
果

道路運送車両法の規定に基づき、自動車の審査業務、自動車のリコールに係る技術的検証業務を実施する我が国唯一の機関であり、業務の重複はな
く、自動車の審査業務、国からの依頼による自動車のリコールに係る技術的検証業務が確実に実施されている。
また、契約監視委員会を設置し、契約状況の点検・見直しを行う等の取組を行ってきており、引き続き、適切な予算執行の確保を図ることとしている。

外部有識者の所見

重
複
排
除

類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。
（役割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

－

事業番号 類似事業名 所管府省・部局名

行政事業レビュー推進チームの所見

現
状
通
り

物品購入等は、引き続き競争入札の活用を徹底することによりコスト縮減を図り、適正に業務を行うべき。

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

現
状
通
り

物品購入等は、引き続き競争入札の活用を徹底することによりコスト縮減を図り、適正に業務を行うこととしている。

備考

関連する過去のレビューシートの事業番号

平成22年 325 平成23年 0303 平成24年 0311



※平成24年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

資金の流れ
（資金の受け取り
先が何を行ってい

Ｄ．資産

２百万円

Ｆ．外部委託費

３百万円

Ｅ．人件費

３０９百万円

Ｇ．備品費

２百万円

Ｈ．その他経費

３４０百万円

審査業務、リコール

技術検証業務を実

施する上で必要とな

る資産の取得。

審査業務、リコール

技術検証業務を実

施する職員の人件費。

審査業務、リコール

技術検証業務に係る

外部委託。

審査業務、リコール

技術検証業務を実

施する上で必要とな

る備品の購入。

その他審査業務、リ

コール技術検証業務

を実施する上で必要

となる経費。

国土交通省

Ａ．（独）交通安全環境研究所

７９３百万円

国の行政に必要な自動車等の型式指定審

査業務、リコールに係る技術的検証業務等

自動車等の型式指定審査業務、リコールに

係る技術的検証業務等の実施。

Ｂ．審査業務費

６５６百万円

Ｃ．一般管理費

４５百万円

自動車等の型式指定審査業務、

リコールに係る技術的検証業

務等の実施。

自動車等の型式指定審査業務、

リコールに係る技術的検証業務

等の実施する上で必要となる維

持管理経費。

先が何を行ってい
るかについて補足
する）（単位：百万

円）

審査業務、リコール

技術検証業務を実

施する上で必要とな

る資産の取得。

審査業務、リコール

技術検証業務を実

施する職員の人件費。

審査業務、リコール

技術検証業務に係る

外部委託。

審査業務、リコール

技術検証業務を実

施する上で必要とな

る備品の購入。

その他審査業務、リ

コール技術検証業務

を実施する上で必要

となる経費。

Ｉ．人件費

１８百万円

維持管理業務を実施

する職員の人件費。

Ｊ．その他経費

２７百万円

その他維持管理業務

を実施する上で必要と

なる経費。



費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

A.（独）交通安全環境研究所 Ｈ.（株）エネット

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

その他 物品購入費等 374

人件費 職員人件費 327 その他 独立行政法人交通安全環境研究所自動車
試験場及び自動車試験場第二地区で使用

32

Ｄ.（株）堀場製作所 Ｊ.（独）海上技術安全研究所

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 701 計 32

その他 冷却水循環チラー屋外機更新作業 1 その他 光熱水料分担金 18

Ｆ.（株）アルファーサービス

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 1 計 18

その他 路面摩擦係数測定 2

Ｇ.三正設備工業（株）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

計 2 計

その他 冷却水ポンプ他購入 1

計 1 計



支出先上位１０者リスト
A.

Ｄ.

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

2 - - - - -

1 （独）交通安全環境研究所 上記事業概要に同じ 793

4 - - - - -

3 - - - - -

6 - - - - -

5 - - - - -

8 - - - - -

7 - - - - -

- - -

9 - - - - -

10 - -

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 みなと自動車工業（株） ダイハツテリオスキッド 1 随意契約

2 日化メンテナンス（株） ABS散水施設回収槽ポンプ他購入 1 随意契約

3 - - - - -

4 - - - - -

5 - - - - -

6 - - - - -

7 - - - - -

8 - - - - -

9 - - - - -

10 - - - - -

H.

Ｊ.

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （株）エネット 独立行政法人交通安全環境研究所自動車試験場及び自動車試験場第二地区で使用する電気 33 2 99.48

2 日立キャピタル（株） 交通安全環境研究所電子計算機システム賃貸借 18 1 99.76

3 （株）堀場製作所 自動車排出ガス測定装置の点検整備　 17 1 99.74

4 （株）明電舎 シャシダイナモメータの定期点検 16 1 95.43

5 （株）ヒューマネティクス・イノベー衝突試験用ダミー及び年少者補助乗車装置の動的試験用ダミーの補修部品 11 1 97.85

6 （有）建物総合管理G&T 平成24年度　自動車試験場植栽管理 10 10 56.42

7 （株）共和電業 データ集録器、WFG及び計測装置校正装置の点検・校正 6 1 99.65

8 （株）守谷商会 スレッド試験機年次点検 6 1 100

9 三正設備工業(株) 自動車試験場　空調装置点検整備 5 4 77.81

10 東京ワックス（株） 電気及び空調設備の運転保守管理 5 4 96.58

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 （独）海上技術安全研究所 光熱水料分担金 18

2 社会保険事務所 社会保険料 3

3 あいおい損害保険（株） 保険料 2 随意契約

4 東京都水道局調布ＳＳ 水道料金 2 随意契約

5 マンパワーグループ（株） 会計事務労働者派遣 1 随意契約

6 日本電子計算機（株） 人事・給与情報システム賃貸借 1 1 94.33

7 - - - - -

8 - - - - -

9 - - - - -

10 - - - - -


